日本気象学会　第42回夏季大学実習講義「JRA-25を使おう」事前環境確認

平成20年7月18日

第42回夏季大学実習講義「JRA-25を使おう」実施のための

事前環境確認とPC持参のお願いについて

日本気象学会

教育と普及委員会事務局

今回の実習では、GrADS（気象データ可視化ソフト、http://www.iges.org/grads/）がインストール済みのPCを使って、JRA-25データから気候を知るための各種天気図を実際に描きます。実習を円滑に進めるため、次前にGrADSを各自のPCにインストールし、GrADSの起動、データ表示等を確認して頂くよう以下の通りお願いいたします。

1． PC事前環境確認作業とPC持参のお願いについて

受講受付時にノートPC持参と回答いただいた方は、実習実施のため、PCの事前環境確認とPC持参をお願いいたします。以下にその条件を示しますので、条件を満たす方は事務局宛（metsoc-j@aurora.ocn.ne.jp）に連絡ねがいます。また、PCの持参数に応じた班分け（３人に一台を想定）で実習を進めることになりますので、ご了承下さい。

○条件

・PC事前環境確認作業を行い、問題なく完了できた。

・実習（2日目）当日にPC事前環境確認作業完了済みのPCを持参する。

なお、PC事前環境確認作業の手順は２.～６.に示しますが、そのOSはWindows XP/2000/NTを想定したものであり、Windows　VISTAやLinux、Mac OSでの手順ではありません。特に、GrADSのインストールファイルが約10MBあり、環境によってはダウンロードに多くの時間を要します。既にGrADSが各自のPCにインストールされている場合には、「６．サンプルデータを用いた動作確認」へ進み、各自のPCにインストールされたGrADSでの動作を確認して下さい。

２．Windows へのインストール

ダウンロードページhttp://grads.iges.org/grads/downloads.html のMS Windows の win32e を選択し、
ftp://grads.iges.org/grads/1.8/grads-1.8sl11-win32e.exe

をダウンロードする。
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The GrADS distributions for version 1.8 and 1.9 contain pre-compiled binary executables, the source code,
documentation, and the supplementary data sets that are required to run GrADS (fonts and map fles). Two
MS Windows builds of version 1. are available: xwin32 requires an X-window server in order to display
araphics, and win32e uses native windows. Click on the "Getting Started" links for more information about the
win32 builds.
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Config: v1.88L11 32-bit little-endian readline sdf/xdf netcdf DODS-enabled lats
printim

Issue " config’ command for more information.

Landscape mode? (no for portrait):

GX Package Initialization: Size = 11 8.5

ga-> open /cyedrive/c/tmo/

charn. s jra2b.ctl stationary_wave.gs
ira25.187901.arib  jra2b.idx

ga-> open /cyedrive/c/tmo/

charn. s jra2b.ctl stationary_wave.gs
ira25.187901.arib  jra2b. idx

ga-> open /cyedrive/c/tmp/jra2f.ct|

Scanning description file: /cyedrive/c/tmp/jra25.ct!

Data file /cyedrive/c/tmo/ira25. %ydfin2.erib is open as file 1
LON set to 0 360

LAT set to -90 80

LEV set to 1000 1000

Time values set: 1979:1:1:0 1978:1:1:0
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ダウンロードした
grads-1.8sl11-win32e.exe

を実行すると、ガイドと共にインストールが開始されます。
　通常は順番に、「install」→「ok」→「I Accept Terms」→「ok」→「ok」と進みます。

　基本的に「ok」や「はい」を選択してください。

なお、デフォルトの設定ではGrADSは
C:\Program Files\PCGrADS

にインストールされます。
以下では、デフォルトの設定でインストールを行うことを前提に説明します。
３．Windows でのPATH の設定方法
コマンドプロンプトからの使用が便利であるため、win32e フォルダへのPATH を設定します。
[スタート]→[コントロールパネル]→[システム]を開く
(または[マイコンピューター]を右クリックして[プロパティ]選択)
Windows XP の場合は、[詳細設定]タブの下段[環境変数]を開き、「システム環境変数」の「変数」で「Path」を選んで、「編集」、「変数値」の欄の一番右に「C:\Program Files\PCGrADS\win32e;」
（Path の区切りは「;(セミコロン)」で行う）を加えて、win32e フォルダへのＰＡＴＨを設定する。
	①「コントロールパネル」を開き、「システム」をダブルクリック
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	②「詳細設定」タブを選択
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	③「環境変数」を選択し、システム環境変数

「Path」を選択
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	④変数名「Path」に、

「C:\Program Files\PCGrADS\win32e;」

を追加。PATH の区切りは「;(セミコロン)」で行う
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４．コマンドプロンプトの起動方法
［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサリ］→［コマンド プロンプト］
または、
［スタート］→［ファイル名を指定して実行］→「cmd」と入力して［OK］
で使用できる。

５．GrADSの起動

コマンドプロンプト上で「grads」入力し、リターンキーを押下。

	①「コマンドプロンプト」の画面
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	②「GrADS」の起動画面

Landscape mode? (no for portrait):　リターン
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Config: v1.88L11 32-bit little-endian readline sdf/xdf netcdf DODS-enabled lats
printim

Issue " config’ command for more information.

Landscape mode? (no for portrait): v
GX Package Initialization: Size = 11 8.5
ga~>







６．サンプルデータを用いた動作確認

①サンプルデータの入手
指定されたURLから、「サンプルデータ」※及び「コントロールファイル」※をダウンロードし、これらを

C:\tmp

に保存する（フォルダがない場合は作成する）｡
※ファイルは５個（test.gs / cbarn.gs / jra25.ctl / jra25.idx / jra25.197901.grib）。
　なお、サンプルデータの保存先は、必ずしも上記フォルダである必要はないが、データの諸元を記述したコントロールファイルは、データの保存先が上記であることを前提としており、保存先を変更する場合は、コントロールファイルの書き換えが必要である。ただし、６ページの【注意】にあるように、コントロールファイルの書き換えは動作に問題が出ることがある。特段、問題がなければ上記に保存のこと。

②テスト１（ＧｒＡＤＳの起動テスト）

GrADSを起動し、次のコマンドを実行する。

ga-> open /cygdrive/c/tmp/jra25.ctl
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さらに、次のコマンドを実行する。

ga-> d hgtprs
以下の図が表示されることを確認


③テスト２（ＧｒＡＤＳスクリプトファイルの動作確認）

引き続き、次のコマンドを実行する。

ga-> c （画面クリア）

ga-> run /cygdrive/c/tmp/test.gs


※500ｈＰａ高度場（ｍ）

④テスト３（エディター編集ファイルの動作確認

先に用いた、ＧｒＡＤＳスクリプトファイル（ｔest.gs）をテキストエディターで編集する。

修正箇所は以下の赤字部分である。


[image: image7]
編集結果を保存し、次のコマンドを実行する。

ga-> c （画面クリア）

ga-> run /cygdrive/c/tmp/test.gs


※海面更正気圧（ｈＰａ）

【注意】ＧｒＡＤＳコントロールファイル（jra25.ctl）をWindows上で動作するテキストエディターで編集・保存した場合、Windowsの改行コードが追加され、正しくデータが読めなくなる場合があります。コントロールファイルを編集しないよう、宜しくお願いします。

お疲れ様でした。以上で動作確認テストは終了です。以上のような画像が表示されれば、実習において貴方のPCの使用が可能です。

以上

'reinit'


'open /cygdrive/c/tmp/jra25.ctl'


'set lev 500'


'set lat 20 90'


'set mproj nps'


'set time jan1979'


'set gxout shaded'


'd prmslmsl/100'


'run /cygdrive/c/tmp/cbarn.gs'
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